
近年、生成AIを中心としたAI導入拡大を背景に、AI研修に取り組む企業が増えています。しかし、コストや時間をかけて
研修を行ったものの、「実務ではまったく使われない」と悩む経営者は少なくありません。そこで今回は、延べ1,000名以
上の生成AI活用を現場で支援してきた株式会社SYNQAIの代表取締役社長・中本 樹氏に、中小企業がAI研修で成果を出
すためのポイントについてうかがいました。
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進まぬ実務でのAI活用  
すれ違う経営者と現場

国を挙げたAIの活用推進もあ
り、企業におけるAI導入事例は増
えています。しかし、中小企業の
導入率は依然として低く、株式会
社情報通信総合研究所が実施した
アンケート（2025年）によると、従
業員300人未満の企業における
生成AIの導入率は、試験的な検
証中という企業を含めても20％
にとどまっています。それでも
2024年の同調査では13.3%だっ
たので、増加傾向にあることは間
違いありません。

こうした状況を背景に、AIに関
する研修を取り入れる企業が増え
ています。しかし、期待した成果
につながっていないケースも少
なくないと、AIの導入支援とAI研
修を手がける株式会社SYNQAI
の中本氏は指摘します。
「近年は、国の助成金を活用し

たeラーニング型のAI研修を導入
する企業が増えています。しかし、
当社の調査ではAI研修の導入か
ら3ヵ月が経過した時点で、実務
でAIを活用した受講者の割合が
5％を下回るケースも多く見られ
ました。全従業員にアカウントを
付与してeラーニングの環境を整
えても、実務でAIを活用している
従業員はほとんどいないという状
況が生じています」（中本氏）

なぜ、AIはなかなか実務で活用
されないのでしょうか。その要因と
して中本氏が挙げるのが、「経営層
と現場の構造的なすれ違い」です。
「中小企業では、最近のAIブー

ムを背景に『このままでは取り残
される』と焦ってAIを導入する経
営者が少なくありません。しかし、
経営者自身が現場の事情を十分
に把握していないケースも多くあ
ります。その結果、研修を受けて
もAIを使う従業員がほとんどいな
いという、構造的な問題が中小企
業ではよく見られます」（中本氏）

AI研修・習得で陥りがちな 
成果を出せない五つのパターン

中本氏は、これまで数多くの企
業を支援してきた経験から、AI研
修後も実務での活用や習得が進
まない企業には、現場の実情を
無視した五つのパターンがあると
指摘します。

株式会社SYNQAI

五つの傾向から学ぶ
AI研修の成果を上げるためのポイント 

一つ目は、内容を精査すること
なく、動画を見るだけのeラーニン
グを研修方法として選ぶことです。
AIツールは進化のスピードが速く、
画面や機能が頻繁に変わるため、
講義内容がすぐに古くなりがちで
す。また、受講を義務づけられた
従業員は、動画を流し聞きするだ
けになってしまうこともあります。
「eラーニングについては、国の

『人材開発支援助成金』でも助成上
限額が見直され、中小企業の場合、
1人1訓練当たり30万円から15万
円に引き下げられました。中には、
流し聞きしていた従業員が助成金
支給後の国の調査で、研修を受
けているにもかかわらず受けてい
ないと回答し、助成金の返還を求
められた実例もあります」（中本氏）

二つ目は、従業員の適性を見
極めず、全員を一律に研修の対
象とすることです。業務内容やAI
との相性を考慮せずに一斉に研
修を行っても、実際の業務効率化
にはつながりません。
「AI活用には、職種によって向

き不向きがあります。例えば、不
動産業のように書類作成が多い
現場では導入が進みやすい一方、
建築や内装などの現場で体を動
かす職人さんの仕事では、AIの
出番はかなり限定されます。以前
にヒアリングした際も、使えそう
な業務は『壁の寸法を音声で入力

代表取締役社長
中本 樹氏

し、必要な壁紙の量を自動で計算
すること』くらいでした」（中本氏）

三つ目は、自社の環境や目的
に合わないカリキュラムを学ぶこ
とです。社内で利用が禁止され
ているツールの使い方や実務に
直結しない研修を受けるケース
が該当します。
「例えば、社内で利用できるの

は特定のツールなのに、別のツー
ルの使い方を学んでしまい、現場
では使えないというケースがあり
ます。実務での活用が目的なのに
AIの歴史や理論といった講義に終
始する研修も同様です」（中本氏）

四つ目は、全社一斉にAIを導
入することです。複数の部署から
参加者を同時に集めると、それぞ
れの業務内容が異なるため研修
内容がぼやけ、受講者が自分の
仕事でAIをどう活用するのかがイ
メージしにくくなります。
「営業と事務では、AIの活用方

法はまったく異なります。これら
を混在させて研修を行うと、当た
り障りのない説明に終始してしま
います。まずは特定の部署に絞っ
て成功事例をつくり、そこから段
階的に他部署へ広げていくアプ
ローチが最も賢明です」（中本氏）

五つ目は、成果の出ない研修
ではありませんが、AIの習得を
阻害するのが、社内で使用する
デジタルツールの開発を外部に
丸投げしてしまうことです。外部
に頼り切ってしまうと、業務内容
が変わるたびに修正費用が発生
し、ツールが形骸化してしまう可
能性がある上に、社内にノウハウ
が蓄積されません。

「専門知識のない人でも、今は
生成AIを使ってデジタルツールを
自作できます。だからこそ、自ら
課題を考え、課題解決に必要な
仕組みを形にできる人材を早急
に育てることが重要です。このよ
うな人材が育てば、生成AIを使っ
た業務支援ツールの開発も主体
的に進められるようになり、たと
え外注が必要な場合でも知見を
得ることができますし、内製化が
可能になれば外注費を削減するこ
とができます」（中本氏）

学びを定着させる鍵は 
対面指導と人事評価

AI研修の失敗パターンを回避
し、中小企業が研修の効果を実務
に定着させ、自らAIを活用してい
くためには、どうすればよいので
しょうか。中本氏は、「三つの重要
な定着ポイントがある」と解説しま
す（図参照）。

一つ目は、対面で行う「オフラ
イン型研修」を選ぶことです。オ
ンラインでは受講者がどこでつま
ずいているのかを把握しにくい一
方、対面であれば講師がその場
で状況を確認し、解決できます。
「例えば生成AIツールは、契約

プランや利用環境によって、『講
師の画面にはあるボタンが、受講
者の画面には表示されない』と
いったトラブルが起こりがちです。
こうした画面の違いも、対面であ
れば講師が受講者の手元の画面
を直接確認し、原因を特定した上で、
その場ですぐに解決策を示せま
す。こうした個々の受講者のつま
ずきに対応できることは、対面指

導ならではの強みです」（中本氏）
二つ目は、事前に「業務ヒアリ

ング」を実施してもらうことです。
実際の仕事内容を聞き取り、業務
に即した課題を用意してくれる研
修でなければ、学んだことを実務
につなげるのは難しくなります。
「事前のヒアリングがない研修

は、一般的な操作説明で終わって
しまいます。自社が抱える業務上
の課題を洗い出し、それに特化し
た演習に取り組むからこそ、従業
員は『明日から自分の仕事が楽に
なる』と実感できます」（中本氏）

三つ目は、研修後の「人事評価
制度」を整えることです。AIを活
用して業務を効率化し、残業時間
を削減した従業員を適切に評価す
る仕組みが不可欠です。
「成果が出たからといって、い

きなり基本給を上げると固定費の
増大につながるため、企業として
は抵抗感があります。そこで、ま
ずは削減できた業務時間などの
定量的な成果に応じてボーナスを
支給し、それを3～4回継続でき
た段階で基本給の等級を引き上
げる『二段階式』の設計が非常に
有効です」（中本氏）

対応を急ぐあまり、経営者が従
業員一律に「とりあえず何か研修
を受けさせる」のではなく、現場
の実情を踏まえた上で、目的に
合致した研修を吟味し、まずは少
人数から受講を始めてみてはい
かがでしょうか。

●会社概要
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事 業 内 容：AI技術の活用に関する教育、研

修、セミナーの実施。AIを使用
した業務の改善・効率化のコン
サルティングなど

URL：https://synqai.jp
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【図：AI研修の効果を実務に定着させるためのポイント】

ポイント①
対面で行う「オフライン型
研修」を選ぶ

ポイント②
事前に「業務ヒアリング」
を実施してもらう

ポイント③
研修後の「人事評価制度」
を整える

受講者のつまずきを講師
がその場で確認し、解決に
導ける対面指導型の研修
を選ぶ。

ヒアリングで業務上の課題
を洗い出し、業務に即した
課題を用意してくれる研修
を選ぶ。

AIを活用して業務を効率
化し、残業時間を削減した
従業員を適切に評価する
仕組みをつくる。
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